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臭素化合物による被毒特性の⼀例

臭化合物による被毒条件
臭化エチル（C2H5Br）:5ppm, エタノール:300ppm, SV:60,000/h,  温度:400℃

ハロゲンによる被毒の⼀例、臭化エチルによる被毒。初期に⼀定レベルまで浄化温度が上昇しますが、低濃度
であればその後はその状態で安定します。そのため高温での触媒の適用が検討可能です。

無断転載禁止

触媒の評価条件、作製条件、使用環境等によりデータは変化するため目安としてのデータです。


